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（1) 本報 告は，昨年 の報 告「 マレ ー人 社会における離



婚 とそ の社 会的 基盤 」の続 編で あり，今回の報告は，民

族文化 のパターンを端的 に示すとい われる婚姻 の慣習を

解明す るこ とによって， マレ ー人 社会における生活構造

の具体的把握 を試 みたものである。 なお，本研究を通し

て，東南アジア地域 の

解明し た。

を

(2) こ の報 告の基礎となる資 料は,   1965年，報告者が

現地で 行なった実態調査， 収集し たマレーシア政府の諸

統 計お よび現 地の法規である。 なお,今回の報告対象は，

マレ ー人の大部分（ 約80% ） が居住する稲作農村地域で

ある。

(3) 本 報告で明らかにし た点は，男女間に社会的分業

が強固なところでは初婚年齢は早 くなら ざるを えないこ

と，イ スラム文化を十分消化し え なかった ところでは結

婚儀礼に見られる ように儀礼 の二重化 が行なわれてい る

こと，また家族形態 の双系制は婚姻後 の居住 地の選定 や

通婚圏に決定的 な役割を果してい るこ と，そ の他，再婚

および 複婚につい て の諸問題であ る。

なお，今後，マレ ー人の家族様式を根本において規定

し てき た双系制を基盤 とす る親族組織 を，明 らかにし て

い きたい と考えてい る。こ の解明 は， 近代化 によって，

彼らの生活構造 がどのように変化し てい くかを洞察 する

た めにも重要である からであ る。
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